第90回日本社会学会大会

一般研究報告（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）および研究活動委員会テーマセッション申込要領
2017年11月4日-5日、東京大学
1　共通事項
(1)　申し込みは、学会ホームページからインターネット上で行えます（http://www.gakkai.ne.jp/jss/）。郵送でも受け付けますが、できるだけホームページをご利用ください。締切は、どらちの場合でも6月20日（必着）です。締切日に遅れたものは、一切受け付けられません。
(2)　提出書類は、郵送用の申込用紙、報告要旨の2種類あります。インターネット上からの報告申込では、画面上の指示に従い、報告要旨のみアップロードしてください。報告要旨は1ページ（1000-1400字）で、文章でまとめてください。報告要旨は日本社会学会ホームページ上で公開されるほか、要旨集（冊子、有料）にも掲載されます。
(3) 近年、報告申込時に提出する「報告要旨（A4版1ページ）」に、指定された体裁から逸脱しているものが散見されます。報告申込者は、「申込要領（報告要旨見本付き）」を熟読のうえ、見本で指定された書式に沿って「報告要旨」を作成するよう心がけてください。
(4)　登壇者・報告責任者は、日本社会学会の会員にかぎります（登壇しない「連名報告者」は非会員でも問題ありません）。ただし、まだ会員でない方でも、報告申し込みの前に入会申込手続きをすれば、仮入会として申し込むことができます。テーマセッションおよび研究活動委員会テーマセッションの報告者も会員であることが原則です。
(5)　報告をするには、8月初旬までに学会費の納入が必要です。納入されていないと、報告がプログラムから削除されます。現在すでに会員の方には、納入のご案内と振込用紙を4月に郵送いたしました。これとは別に、大会参加費を大会当日までに納入してください。
(6)　登壇者になれるのは、1つの大会で1人につき1回です。ただし、シンポジウムや招待講演との重複報告は可能です。
(7)　一般研究報告I（自由報告）と一般研究報告III（テーマセッション）および研究活動委員会企画テーマセッションでは、パソコン用プロジェクター、ビデオ等を使用できます。ただし、施設の制約からご希望に添えない場合もあります。ノートパソコンや接続ケーブルは、報告者が各自でご持参下さい。
2　一般研究報告I（自由報告）と一般研究報告Ⅱ（ポスターセッション）のセレクションについて
(1)一般研究報告Ⅰ（自由報告）と一般研究報告Ⅱ（ポスターセッション）では「ゆるやかなセレクション」を行い、採否を決定します。
(2) 採否は、提出された「報告要旨」の内容を複数の研究活動委員が査読し検討の上、研究活動委員会が判断します。
(3) 採否の判断基準は以下の①-⑥の通りです。英語報告については、国際交流の趣旨にふさわしい水準を期待します。
①テーマ設定が明確であること
②設定されたテーマが社会学に関連するものであること
③学術的研究にもとづく発表であること
④主要な論点あるいは結論が明確に示されていること
⑤日本社会学会倫理綱領を遵守していること
⑥個人や団体、組織等の名誉を毀損したり、無用に個人情報を開示したりすることがないこと

(4) セレクションにより不採択となった報告については、応募者個人に直接連絡します。採択された報告者は、ホームページで一括公開します(8月上旬を予定)。
(5) 一般研究報告Ⅰ（自由報告）のセレクションで不採択になった報告を、一般研究報告Ⅱ（ポスターセッション）へ移すことはできません。
3　一般研究報告I（自由報告）への申し込み方法
(1)　提出書類：一般研究報告I申込用紙・報告要旨の2点をセットにして、申し込んでください。インターネット上から申し込み手続きを行う場合は、画面の指示に従って手続きを進め、報告要旨のみをアップロードしてください。
(2)　報告時間：一部会は180分です。一報告の報告時間は原則として15分で、そのあとに質疑応答が数分あります。時間の足りない方は、ポスターセッションでの発表もご検討ください。

(3)　 日本語でも英語でも報告できます。なお、日本語報告と英語報告の両方を含む部会が編成されることがあります。
(4)　同一のテーマについて連携して複数人での報告を行う場合も、1人の報告につき1セット（申込用紙・報告要旨の2点セット）を提出します。また、申込用紙に全報告の報告者名と報告順序を記入します。インターネット上から申し込み手続きを行う場合は、画面の指示に従って手続きを進め、所定欄に連携して報告する報告者の全氏名を記入してください。
(5)　部会の希望を、申込用紙に第3希望まで記入してください。ただし、希望に沿えない場合もあります。
4　一般研究報告II（ポスターセッション）への申し込み方法

(1)　提出書類：一般研究報告II申込用紙・報告要旨の2点をセットにして、申し込んでください。インターネット上から申し込み手続きを行う場合は、画面の指示に従って手続きを進め、報告要旨のみをアップロードしてください。
(2)　報告時間：ポスターセッションの開催時間は150分です。ポスターを掲示し、質疑応答をします。時間中は原則としてポスターの前にいてください。

(3)　日本語でも英語でも報告できます。
(4)　ポスターの掲示スペースは、幅90cm、高さ120cm程度です（A0判が入ります）。
5　一般研究報告III（テーマセッション）への申し込み方法

(1)　提出書類：一般研究報告III申込用紙・報告要旨の2点をセットにして、申し込んでください。インターネット上から申し込み手続きを行う場合は、画面の指示に従って手続きを進め、報告要旨のみをアップロードしてください。
(2)　報告時間：一部会は180分です。一報告の報告時間は原則として15分で、そのあとに質疑応答が数分あります。
(3)　英語報告：コーディネーターが使用言語として英語を許可したセッションでは、英語報告をすることができます。
(4)　申し込み後、コーディネーターが調整して、7月初旬を目処に結果をご連絡します。不採択またはセッション不成立の場合に、一般研究報告I（自由報告）で報告するかどうかを、申し込み時に希望することができます。その場合は、部会の希望を、申込用紙に第3まで記入してください。ただし、希望に沿えない場合もあります。
6　研究活動委員会企画テーマセッションへの申し込み方法
(1) 報告書類：研究活動委員会企画テーマセッション申込用紙・報告要旨の2 点をセットにして、申し込んでください。インターネット上から申し込み手続きを行う場合は、画面の指示に従って手続きを進め、報告要旨のみをアップロードしてください。
(2) 報告時間： 一部会は180分です。一報告の報告時間は原則として15 分で、そのあとに質疑応答が数分あります。
(3) 英語報告：コーディネーターが使用言語として英語を許可した許可したセッションでは、英語報告をすることができます。
(4)　申し込み後、コーディネーターが調整して、７月初旬を目処に結果をご連絡します。不採択またはセッション不成立の場合に、一般研究報告I（自由報告）で報告するかどうかを、申し込み時に希望することができます。その場合は、部会の希望を、申込用紙に第3まで記入してください。ただし、希望に沿えない場合もあります。
7　提出書類
(1)　申込用紙
・インターネットの場合、学会ホームページ上で必要事項を記入。郵送の場合、ダウンロードして、必要事項を記入。
(2)　報告要旨（この申込用紙末尾の見本参照）
・インターネット経由の場合、学会ホームページへアップロード。郵送の場合、印刷して郵送。
・提出された原稿は、B5判に縮小のうえ要旨集に印刷されます。また、報告要旨集は日本社会学会ホームページ上で公開されます。
・報告要旨の体裁：Ａ4判1ページ。一段組で一行45字×45行程度。余白を左右上下それぞれ20mm。ページ番号は不要です。冒頭に題目（14ポイント）、副題目（12ポイント）を中央よせ。１行あけて所属と氏名（11ポイント）を右よせ。共同研究者がいる場合は、登壇者に○をして、下に共同研究者の所属と氏名（間はタブ）。そのあと１行あけて本文（原則として11ポイント）。本文は文章（1000-1400字）でまとめてください。図表も使用できます。
8　提出先
・インターネットの場合：日本社会学会ホームページhttp://www.gakkai.ne.jp/jss/
　報告要旨は原則としてPDFファイルに変換してアップロードして下さい（パスワードをかけないで下さい。また、フォントを埋め込むよう設定してください）。変換や設定ができない場合はWordファイルでアップロードしてください。ただし、Wordファイルでアップロードした場合、体裁が崩れたり、文字化けが発生する可能性があります。これらに関しては責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
・郵送の場合：以下の宛先まで申込用紙・報告要旨を郵送してください。

〒113－0033　東京都文京区本郷7－3－1　東京大学文学部社会学研究室内
日本社会学会事務局
・どちらも締切は6月20日です（必着、インターネットの場合は23：59までに申込を完了させて下さい）。
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Studies in xxxxxxxx:
A Case of xxxxxx
○Japan Sociology University　　　Taro Socio
Tokyo Survey College 
   Hanako Survey
1  Aim

This paper examines xxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx

2  Methods

For this purpose, xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx

3  Results

We found that xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx 

4  Conclusion
From these findings, xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx xxxxxx
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